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ささえあい平等の輪を明日へ

男女共同参画講座を開催
11月10日、江戸崎公民館において女性に対する暴力の根絶
に向け男女共同参画講座を開催しました。
　ＮＰＯ法人ウィメンズネット「らいず」代表理事の三富和
代氏を講師にお招きして、「暴力被害女性と子どもへの支援」
～つなげよう、ひろげようネットワーク～というテーマで、
ＤＶの形態や実態、被害者支援対策などについてお話をいた
だきました。
　暴力は、殴る、蹴るなどの身体的なものばかりでなく、精神
的暴力や経済的暴力などもＤＶに含まれます。しかし、被害
者の多くがＤＶと認識していなかったり、我慢をしているの
が現状です。
　三富さんは、「１人で悩まずに専門機関に相談してくださ
い」と述べられました。

■行政の受け皿をしっかりし、相談できる窓口が必要
　と考えます。
■ＤＶ加害者更生プログラムが早く充実できる事を望
　みます。
■根絶は難しいと思います。

●茨城県婦人相談所 （水戸市三の丸1-5-38）
●電話相談（匿名でも相談できます）
　電話番号：029-221-4166
　相談時間：（平日）　午前9時〜午後9時
　　　　　  （土日祝）午前9時〜午後5時
※ 婦人相談所は、女性が抱える様々な問題についての
相談をお受けするところです。

いなしき女
ひと

と男
ひと

のハーモニーフォーラム
講 師

落
おち

 合
あい

　恵
けい

 子
こ

　氏
作家／クレヨンハウス代表

▶日時：2月2日（日）
　　　　午後0時40分〜3時（12時開場）
▶会場：あずま生涯学習センター（多目的ホール）
▶入場無料（定員500名）
・手話通訳あり、保育（未就学児）あり
・農産物、加工品の販売あり

ー 稲敷市人権講演会共同開催 ー

日 程 講師プロフィール
▶午後0時40分　オープニング
　　　　　　　　（江戸崎総合高等学校　吹奏楽部）
▶午後1時　　　  開　会
▶午後1時30分　基調講演

人権講演会との共同開催により「ささえあい平等の輪
を明日へ」をテーマに、“いなしき女と男のハーモニー
フォーラム”を開催します。
　ぜひ参加して、この機会に「男女共同参画社会」や「人
権の大切さ」について考えてみませんか。

1945年栃木県宇都宮市生まれ。67年に株式会社文化放送にア
ナウンサーとして入社。71年には「こんばんは、落合恵子です」
がスタート。ゆったりと静かに語りかけるその話術と優しさで、
幅広い年齢層から人気を得る。74年に退職し、作家活動に入る。
92年には、東京と大阪のクレヨンハウスに、自然食・有機栽培農
産物・無添加食品の店「野菜市場」と、自然食レストラン「HOME」
と「広場」を開設。
　著書に『母に歌う子守唄…わたしの介護日誌』（朝日新聞社）、『て
んつく怒髪（岩波書店）、『自分を抱きしめてあげたい日に』（集英
社）などがある。

問合せ先：●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）☎029-892-2000（内線2406）
　　　　 ●稲敷市社会福祉課人権推進室（新利根庁舎）☎029-892-2000（内線3300）

● 受講生のアンケート

● ひとりで悩まず相談してください
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と
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な
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。

　

昨
年
は
、
10
月
に
関
東
地
方
を
襲
っ
た
大
型
の
台
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。
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れ
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。
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。

　

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
本
年
も
良
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

稲敷市長
田 口  久 克
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校 ▼ 章

新設小学校 ▼ スクールバス

（これまでの経過）
　・統合準備会で協議した結果、校章は公募せず、専門家に依頼することとしました。
　・依頼者および進め方については事務局一任となったため、次の方々を選考し、校章作成を依頼しました。
　　　①筑波大学芸術専門学群建築デザイン領域　貝島桃代准教授
　　　　　⇒稲四季弁当作成など住民参加型デザインに関する実績多数
　　　②筑波大学芸術専門学群ビジュアルデザイン領域　原忠信講師
　　　　　⇒爽健美茶パッケージデザインなどデザインに関する実績多数
　・校章制作にあたっては、依頼者の提案により新利根地区のPTA 役員、区長、教職員、児童にご協力いただき、
　  ３回のワークショップとアンケートを実施。最終校章候補を4つに絞り込んだ後、１つのデザインに決定いた
　  しました。

（これまでの経過）
　・統合準備会でスクールバスについて協議したところ、運行ルートや乗降場所などの詳細は、委員長提言 により
　  スクールバス専門部会を立ち上げて検討することとしました。
　　　（参考） 稲敷市新利根地区新設小学校スクールバス専門部会
　　　　　　　設　　立　　平成25年9月26日
　　　　　　　委　　員　　9名（保護者・教職員・住民代表）
　　　　　　　部 会 長　　増田祥男（柴崎小学校PTA 会長）
　　　　　　　開催回数　　3回（H25.11.20現在）
　・スクールバス専門部会は、これまで3回開催し（うち1回はバス試走実施）、部会としての運行ルートおよび乗
　  降場所（素案）を作成しました。
　・現在、各小学校PTA 総会等において全保護者に対して説明し、各小学校単位で運行ルートおよび乗降場所を
　  検討しています。

（今後の予定）
　・保護者の意見などを踏まえて運行ルートおよび乗降場所（案）を作成し、統合準備会にはかります。
　・今年度末に開催予定である新利根地区３小学校の交流事業において、バスの試走を行う予定です。

校章デザイン意図

①３つの円の円弧が根本小学校、柴崎小学校、太田小学校の
　３つの小学校を表し、その部分集合が新利根小学校となっ
　ています。 
②新利根地区を流れる新利根川、小野川、破竹川の３つの川
　をそれぞれの辺で表しています。

ー 新しい校章 ー

新利根地区新設小学校に関する進捗状況

●稲敷市教育委員会教育学務課（新利根庁舎）
　☎029-892-2000（内線3800）

校 ▼ 名

校 ▼ 歌
（これまでの経過）
　・統合準備会で協議した結果、校歌は公募せず、専門家に依頼することとしました。
　・なお、依頼者と進め方については事務局一任となったため、次の方々を選考し、作詞・作曲を依頼しました。
　　　作詞家　東海林 良 氏
　　　作曲家　千住 明 氏

（今後の予定）
　・来年度4月から児童達が歌えるよう、校歌を制作しています。

新設小学校開校に向けて、新利根地区新設小学校統合準備会を設立し、校名、校歌、校章、スクールバス
などのソフト面に関する調整・検討を進めています。

　（参考）稲敷市新利根地区新設小学校統合準備会
　　　　　設立　　　平成24年9月27日
　　　　　委員　　　23名（議員および保護者・教職員・住民代表・有識者）
　　　　　委員長　　岡野福次郎（元新利根町教育長）
　　　　　副委員長　高野貴世志（稲敷市議会議員）
　　　　　開催回数　6回（H25.12. 1現在）

　　　　　　　新しい校名は
　　　　　　　　 新利根小学校 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になります。

（これまでの経過）
　・統合準備会で協議した結果、校名を公募することとしました。
　　　募集期間：平成24年11月9日～平成24年12月3日
　　　応募要件：①新利根地区に居住する方（児童も含む）
　　　　　　　  ②応募件数の多寡は参考にするが、それで決定するものではない
　　　　　　　  ③現在、稲敷市立小学校で使用している名称は使わない
　　　応 募 数 ：180通　68種類
　　　応募結果：「新利根」63通、「しんとね」33通、「いなしき」3通 （多い順から3番目まで）
　・応募結果に基づき、統合準備会で「新利根小学校」「しんとね小学校」のいずれかとの意見を受け「新利根小学校」
　  にいたしました。
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ひ と り で 悩 ま ず に
ご 相 談 く だ さ い 。
わたしたちが民

みんせいいいん
生委員・児

じ ど う い い ん
童委員です

民生委員・児童委員には秘密を守る義務があります。
相談内容の秘密は守ります。安心してご相談ください。

例えばこんなとき・・・

子育てに
自信が持てない 高齢の親の

介護に疲れている

近所に住む一人暮ら
しの高齢者が心配…

隣の家の子どもが
虐待されている様子

平成25年12月1日から平成28年11月30日任期
の民生委員・児童委員が、厚生労働大臣から委嘱され
ました。
　民生委員・児童委員は、地域住民の立場に立って、福
祉の推進・支援活動をいたします。皆さんの心配ごと
に寄り添い、解決にむけて、専門機関の紹介や行政機
関とのパイプ役として活動を行います。

　　　●稲敷市社会福祉課社会福祉係（新利根庁舎）
　　　　☎029-892-2000（内線3206）
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）新 

▼
鈴
木 

一
男（
神

宮
寺
）再 

▼
野
口 

梅
子（
神
宮

寺
）
再 

▼
矢や

さ
き﨑 

茂
美
（
柏
木
・

堀
之
内
・
羽
生
・
柏
木
住
宅
）新 

▼
井い

か
わ川 

幸さ
ち
こ子

（
田
宿
・
本
宿
・

古
渡
岡
）新 

▼
廣
田 

靜
夫（
本

宿
・
古
渡
岡
）再 

▼
藤
本 

一
雄

（
飯
出
・
三
次
）
新 

▼
山
木 

廣

（
三
次
・
馬
渡
）再

東
地
区

▼
根
本 

秀
雄（
東
１
区
）新 

▼

根
本 

邦
子（
東
２
区
）再 

▼
髙

栁 

千
津
子（
東
３
区
）新 

▼
根

本 

久ひ
さ
し（

東
３
区
）
再 

▼
増

田 

義よ
し
か
ず一（

東
４
区
）再 

▼
諸
岡 

マ
リ
子（
東
４
区
・
東
８
区
）再 

▼
長
坂 

吉よ
し
つ
ぐ次（

東
５
区
）新 

▼

深
澤 

正
男（
東
６
区
）再 

▼
坂

本 

朋
子
（
東
７
区
）
新 

▼

新に
い
さ
と里 

清
子（
東
７
区
）再 

▼
黒

田 

光
男
（
東
８
区
）
新  

▼
坂

本 

眞
佐
子（
東
９
区
）新 

▼
髙

城 

隆
夫（
東
９
区
）新 

▼
根
本 

智
惠
子
（
東
10
区
）
再 

▼
久
保

木 

善
信
（
東
10
区
）
新 

▼
根

本 

昭（
東
11
区
）新 

▼
岩
崎 

昭

一（
東
11
区
）再 

▼
黒
田 

久
夫

（
東
12
区
）
再 

▼
坂
本 

章あ
き
ら（

東

13
区
）再 

▼
高
村 

淳き
よ
し（

東
14
区
）

再 
▼
坂
本 

隆
一（
東
15
区
）新 

▼
飯
塚 
文
夫（
東
16
区
）新 

▼

森
田 
進
（
東
17
区
）
再 

▼
板

橋 

正（
東
18
区
）再 

▼
松
本 

和

子（
東
19
区
）新 
▼
髙
岡 

良
和

（
東
20
区
）新 

▼
鈴
木 
信
幸（
東

21
区
） 

再 

▼
日く

さ
か
べ

下
部 

一
美（
東

21
区
） 

新

■
主
任
児
童
委
員

▼
四
ツ
谷 

千
惠
子（
江
戸
崎
地

区
全
域
）再 

▼
宮
本 

睦む
つ
み（

江
戸

崎
地
区
全
域
）
新 

▼
野
村 

由

紀
子
（
新
利
根
地
区
全
域
）
再 

▼
朝あ

さ
ひ
な

日
向 

幸さ
ち
こ子（

新
利
根
地
区

全
域
）新 

▼
矢や

さ
き﨑 

春
美（
桜
川

地
区
全
域
）
新 

▼
根
本 

百
合

子
（
桜
川
地
区
全
域
）
新 

▼

姥う
ば
か
い貝 

守（
東
地
区
全
域
）再 

▼

鳥
羽 

初
枝（
東
地
区
全
域
）新 

※
新
＝
新
任
、
再
＝
再
任
、
か

っ
こ
内
は
担
当
地
区

主
任
児
童
委
員
と
は
…
…

民
生
委
員
児
童
委
員
の
う
ち
、

児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
す
る

委
員
で
、
学
校
や
市
の
家
庭
児

童
相
談
室
な
ど
と
連
携
し
て
相

談
・
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

AGEMOCHIJIMANAGEMOCHIJIMANあげ餅自慢大会稲敷
2014

2月23日（日） 10：00〜　in 江戸崎農業公園ポティロンの森

１．稲敷あげ餅自慢大会【審査あり】
　・あげ餅の郷「稲敷」で、来場者の投票によるグランプリ
　  を選出。今年から、市外の参加者も募集します。
□ 出場者資格
　・以下の全てに該当する方
　① 市内外問わず自らあげ餅を作っている人、団体
　② 所定の試食数を用意いただける方
　③ 当日、会場にお越しいただける方
　④ 事前説明会（2月○日予定）に参加いただける方
□ 試食準備数
　・400食程度（1食2個程度）
□ 審査方法
　・来場者の投票によりグランプリを決定します。
　  その他、審査員による特別賞あり。
□ あげ餅の販売
　・「稲敷あげ餅自慢大会」に出場される方は、試食分のあ
　  げ餅を確保すれば、販売が可能です。
□ その他
　・運営の都合により、募集は15組程度を予定しています。
　  （応募者多数の場合は、抽選）
　・出場者の方には、材料費をお支払いいたします。

２．我が家のあげ餅おもてなしコーナー【審査なし】
　・我が家のあげ餅を来場者の方に振る舞ってみませんか。
　  ご家庭のお茶請けになっているあげ餅を持ち寄って来
　  場者との交流を楽しむコーナーです。
□ 出場者資格
　・以下の全てに該当する方
　① 市内にお住まいの方で、あげ餅を持ち寄れる方
　　 例えば・・・
　　・あげ餅自慢大会の試食数を準備するのは大変な方
　　・自分で揚げていないけど、自宅でついたお餅を工場
　　  などで揚げてもらっている方...... など
　② 所定の試食数を用意いただける方
　③ 当日、会場にお越しいただける方
□ 試食準備数
　・100食程度（1食2個程度）
□ 審査方法
　・審査は行いません。
□ その他
　・出場者の方には、材料費をお支払いいたします。
　
３．申込方法
　・1月17日（金）までに、市役所企画課へ電話でお申し込
　  みください。
　・申込者には、後日説明会などの詳細をご連絡します。

大会出場者募集!!

 ◎あげ餅自慢大会へのお申込み・お問合せは・・・

　　　　●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）
　　　　　　☎029-892-2000（内線2605）

■ 大会出場者募集要項 ■
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確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

竜
ケ
崎
税
務
署

平
成
25
年
分
所
得
税
お
よ
び
消

費
税
の
確
定
申
告
書
は
、
１
月

下
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

　
な
お
、
前
年
の
申
告
方
法
ま

た
は
申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
、

①
確
定
申
告
用
紙
に
替
え
て
、

ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
者
識
別
番

号
、
予
定
納
税
額
等
を
記
載
し

た
「
お
知
ら
せ
は
が
き
（
通
知

書
）」が
送
付
さ
れ
る
場
合

②
確
定
申
告
用
紙
も
お
知
ら
せ

は
が
き
（
通
知
書
）
も
送
付
さ

れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
稲
敷
市
に
お
け
る
確
定
申
告

と
住
民
税
申
告
日
程
は
、
広
報

稲
敷
２
月
号
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

■
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び
申

告
書
の
受
付
（
場
所
：
竜
ケ
崎

税
務
署
）

・
所
得
税

２
月
17
日
（
月
）
〜
３
月
17
日

（
月
）

・
贈
与
税

２
月
３
日
（
月
）
〜
３
月
17
日

（
月
）

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

１
月
６
日
（
月
）
〜
３
月
31
日

（
月
）

※
還
付
申
告
は
、
２
月
14
日

（
金
）以
前
で
も
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

竜
ケ
崎
税
務
署
（
自
動
音
声
案

内
）　

☎
０
２
９
７
︲
６
６
︲

１
３
０
３

平
成
26
年
度
奨
学
生
募
集

　

高
校
・
大
学
在
学
中
の
方
へ

進
学
（
在
学
）
す
る
学
校
に
お

け
る
正
規
の
就
学（
在
学
）期
間
。

■
返
還
方
法

奨
学
資
金
は
、
無
利
息
で
、
貸

与
終
了
後
６
ヶ
月
据
え
置
き
後
、

10
年
以
内
に
半
年
賦
ま
た
は
年

賦
に
よ
り
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
申
込
方
法

申
込
要
項
な
ど
を
教
育
学
務
課

も
し
く
は
各
総
合
窓
口
課
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
）
で

受
け
取
り
、
教
育
学
務
課
に
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
当
初
の
奨
学
生
選
考
審

査
会
に
よ
り
奨
学
生
に
決
定
し

た
後
に
貸
与
し
ま
す
。

※
医
師
の
証
明
、
在
学
証
明
等

揃
え
て
い
た
だ
く
も
の
が
あ
り

ま
す
。

▽
募
集
人
員
：
15
名
以
内

▽
願
書
交
付
：
1
月
15
日（
水
）

か
ら
３
月
31
日（
月
）

▽
出
願
期
間
：
４
月
１
日（
火
）

か
ら
５
月
２
日（
金
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

市
で
は
、
有
為
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
26
年
度
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　
優
良
な
生
徒
で
あ
っ
て
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
方
に
対
し
て
学
資
を
貸
与
し

ま
す
。

■
出
願
資
格

市
内
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で

あ
っ
て
、高
等
学
校（
盲
学
校
・

ろ
う
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学

校
の
高
等
部
を
含
む
）
に
在
学

し
、
大
学（
短
期
大
学
を
含
む
）

お
よ
び
専
門
学
校
な
ど
に
進
学

を
希
望
す
る
生
徒
で
、
人
物
・

学
業
に
優
れ
、
か
つ
、
学
資
の

支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者

で
あ
る
こ
と
。

※
現
在
、
大
学
に
在
学
中
の
方

で
も
可
。

■
貸
与
額

月
額
２
５
０
０
０
円
（
年
３
回

に
分
け
て
振
込
み
）

■
貸
与
期
間

資
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の

トピックストピックス

新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

　

年
金
コ
ー
ナ
ー

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民

年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
３
つ

の
給
付

①
老
齢
基
礎
年
金
：
老
後
を
支

え
ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金
：
病
気
や
け

が
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
支
え
ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金
：
加
入
者
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ
る

妻
・
子
を
支
え
ま
す
。

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の

仲
間
入
り

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代

が
納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者
の

方
の
年
金
を
負
担
す
る
と
い
う

「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

が
基
本
で
す
。

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お

よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

★「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

　
ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ

れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。し
か

し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と

な
っ
た
時
に
「
追
納
制
度
」
を

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
将
来

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
競
争
入
札

　

参
加
資
格
審
査
追
加
申
請
の
受
付

平
成
26
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
４
月
30
日
ま
で
に
、
龍
ケ

崎
地
方
衛
生
組
合
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
物
品
購
入

お
よ
び
役
務
提
供
そ
の
他
に
係

る
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
追

加
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
審
査
を
経
て
有
資
格
者

と
決
定
さ
れ
た
方
以
外
は
、原
則

と
し
て
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

の
入
札
や
見
積
に
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
の
で
、参
加
者
は
必
ず
資

格
申
請
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
２
月
３
日（
月
）

〜
28
日（
金
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▽
受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分
（
正
午
〜
午
後
１

時
を
除
く
）

▽
受
付
場
所
：
龍
ケ
崎
地
方
衛

生
組
合
総
務
課

▽
申
請
書
類
：
全
国
統
一
様
式

（
国
土
交
通
省
統
一
様
式
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
「
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
引
き
は
、
１
月
６
日

（
月
）か
ら
配
布
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
総
務
課

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１
１
４

４

受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
０
９
）

詳
し
く
は
教
育
学
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

稲
敷
市
教
育
委
員
会
教
育
学
務

課（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
３
４
２
７（
直
通
）

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

　ENGLISH IS THE FUTURE
　　　　地元で英語を習ってみませんかＩ♥ ENGLISH

・「苦手」な方も楽しくできる会話
・TOEFL、TOEIC、英検、留学
 海外旅行、転職の準備
・教員・会社員のスキルアップ講習
 （職場、ご自宅にも出張可能）

・1才からの幼児ENGLISH（土曜日の午後）
・便利な10回チケット（別途費用なし）
・ご要望、ご予算とレベルに合わせたマイペ
 ースガイダンスで不安なく続けられます
・1回＝60分 500～4,000円（プランによる）

お問合せ： 江戸崎外国語センターで（検索） tel.029-892-3526（ドリス）

※ 随時体験レッスンはお気軽にどうぞ。ドイツ語、翻訳、通訳、国際交流、
　 ライフスタイルなどもご相談ください。（日本語O.K）
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星
空
観
望
会
を
開
催
し
ま
す

　

上
弦
の
月
と
木
星
を
観
よ
う

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　

登
録
申
請
書
に
つ
い
て

市
内
在
住
の
親
子
、
ま
た
は
市

内
在
勤
の
保
護
者
と
一
緒
に
参

加
で
き
る
方
は
、
桜
川
公
民
館

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
２
月
７
日（
金
）午
後

７
時
〜
8
時　
▽
会
場
：
桜
川

中
学
校　
天
体
観
測
施
設
（
天

体
ド
ー
ム
）　

▽
内
容
：
月
や

木
星
の
観
察
な
ど　
▽
講
師
：

桜
川
天
文
愛
好
会　

▽
そ
の

他
：
上
履
き
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
毎
年
調
製
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
３
月
31
日
確
定
の

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
に
つ
い
て
は
年
内

発
送
予
定
で
す
が
、
選
挙
管
理

委
員
会（
江
戸
崎
庁
舎
）、
総
合

窓
口
課（
新
利
根
・
桜
川
庁
舎
）、

　
な
お
、天
候
不
良（
曇
天
・
雨

天
な
ど
）
の
場
合
は
翌
日
８
日

（
土
）と
な
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
桜
川
公
民
館　
☎
０
２

９
︲
８
９
４
︲
２
９
８
１
（
月

曜
日
、14
日
は
休
館
日
）

農
業
委
員
会（
東
庁
舎
）に
も
備

え
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
申
請
期
間

１
月
１
日（
水
）〜
10
日（
金
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
江

戸
崎
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０（
内
線
２
２
０
９
）

笹本石材（株）創業１４３周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４３周年

若
い
方
に
多
い
消
費
ト
ラ
ブ
ル

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ

と
て
も
便
利
で
多
く
の
方
が
利

用
し
て
い
ま
す
。他
の
通
信
販

売
も
同
じ
で
す
が
、
非
対
面
で

実
物
を
手
に
取
る
こ
と
な
く
、

写
真
や
広
告
の
み
で
商
品
の
申

込
を
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
代
金
を
払
っ
た
の
に
商
品
が

届
か
な
い
、
注
文
し
た
も
の
と

違
う
も
の
が
送
ら
れ
て
き
た
、

返
品
で
き
な
い
、
相
手
と
連
絡

が
取
れ
な
く
な
っ
た
な
ど
で
す
。

　
申
込
の
前
に
表
示
を
き
ち
ん

と
読
み
、
記
載
さ
れ
て
い
る
電

話
番
号
や
住
所
が
実
在
す
る
か

ど
う
か
、
ま
た
返
品
の
可
否
に

つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
マ
ル
チ
商
法

友
人
や
先
輩
か
ら
、
い
い
儲
け

話
が
あ
る
と
誘
わ
れ
、
断
り
き

れ
ず
契
約
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、

商
品
は
売
れ
ず
借
金
だ
け
が
残

っ
た
、
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

り
ま
す
。

　

た
と
え
友
人
の
勧
め
で
も
、

儲
け
話
に
は
耳
を
傾
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
未
成
年
の
契
約
は
、
未
成
年

契
約
の
取
り
消
し
と
い
う
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
成
人

し
た
と
た
ん
、
自
己
責
任
を
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
契
約
は
、
内
容
を
理
解
し
よ

く
考
え
て
か
ら
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

  

参
加
者
募
集

稲
敷
市
と
稲
敷
市
商
工
会
青
年

部
で
は
、好
評
の「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｋ
Ｉ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ

ィ
ー
」
を
左
記
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
稲
敷
市
の

若
者
に
新
し
い
出
会
い
の
場
を

提
供
し
よ
う
と
計
画
し
た
も
の

で
、
毎
回
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が

出
る
人
気
企
画
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
参
加
を
ス
タ
ッ
フ

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
11
日（
火
）祝
日

▽
受
付
：
午
後
３
時　
開
始
：

午
後
３
時
30
分

▽
場
所
：
「
オ
ー
ク
ラ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ホ
テ
ル
つ
く
ば
」

▽
参
加
資
格
：
男
性
＝
20
歳
以

上
45
歳
く
ら
い
ま
で
の
独
身

（
稲
敷
市
在
住
の
方
最
優
先
、応

募
多
数
の
場
合
抽
選
）

女
性
＝
20
歳
以
上
の
独
身
（
応

募
多
数
の
場
合
抽
選
）

▽
募
集
人
数
：
各
24
名
（
計
48

名
）

▽
参
加
料
：
男
性
５
０
０
０
円

／
女
性
１
０
０
０
円

▽
申
込
方
法
：
①
左
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

②
青
年
部
Ｈ
Ｐ
の
申
込
フ
ォ
ー

ム
（http://e-seinenbu.

com

）

▽
締
切
：
１
月
27
日（
月
）

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
商
工
会
青
年
部
（
担

当
：
田
所
・
小
川
）　

カ
ッ
プ

リ
ン
グ
専
用
携
帯　
☎
０
９
０

︲
８
８
１
８
︲
２
６
０
３

こ
の
「
手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の
作

品
展
」
で
は
稲
敷
市
・
稲
敷
郡

内
の
各
小
中
学
校
に
お
い
て
特

別
支
援
教
育
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

▽
期
間
：
１
月
16
日
（
木
）
〜

１
月
23
日（
木
）　
※
20
日（
月
）

（
社
）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭

（
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
）の
お

子
さ
ん
に
入
学
祝
品（
学
用
品
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。該
当
児
童

の
い
ら
っ
し
ゃ
る
ひ
と
り
親
家

庭
で
祝
品
を
希
望
さ
れ
る
保
護

者
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法
：
１
月
31
日（
金
）

ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、
氏

は
除
く　
▽
時
間
：
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
ま
で　
※
23
日
は

午
後
３
時
ま
で　
▽
場
所
：
江

戸
崎
公
民
館
ロ
ビ
ー

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
立
柴
崎
小
学
校
（
担

当
：
髙
橋
）　

☎
０
２
９
７
︲

８
７
︲
２
０
９
５

名
、性
別
、生
年
月
日
、保
護
者

名
、
住
所
、
連
絡
先
を
お
聞
き

し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

０
）

・
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
（
担
当
：
長
島
）　

☎
０
２

９
︲
２
２
１
︲
７
５
０
５

『
手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の
作
品
展
』

　
個
人
作
品
、共
同
作
品
の
力
作
が

入
学
祝
品
の
贈
呈

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
校
入
学
児
童
へ

ＱＲコード

９月開催時の様子
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

  

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る

ヤ
フ
ー
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
内
の

「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
に

よ
り
、
市
税
滞
納
者
か
ら
差
押

さ
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
入
札
で
公
売
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
方
法
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
公
売
情
報
」

か
、
ヤ
フ
ー
の
「
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
参
加
申
込
期
間
】

２
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時
～

２
月
25
日（
火
）午
後
11
時

※
参
加
申
込
手
続
き
を
さ
れ
な

い
方
は
、
入
札
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
入
札
期
間
】

３
月
４
日
（
火
）
午
後
１
時
～

３
月
11
日（
火
）午
後
１
時

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
納
税
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
１
３
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
と

　
　
　
　

逢
善
寺
と
釈
迦
堂
を
巡
る

労
務
関
係
無
料
相
談
会

　
　

社
会
保
険
労
務
士
が
お
答
え
し
ま
す

資
料
と
し
て
今
回
の
展
示
図
録

が
あ
る
と
便
利
で
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
当
館
に
て
お
求
め

く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
歴
史
民
俗
資
料
館　
☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

よ
び
勤
務
す
る
方
の
労
働
ト
ラ

ブ
ル
な
ど　
▽
相
談
料
：
無
料

▽
そ
の
他
：
開
催
日
当
日
の
電

話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
・
予
約
先

稲
敷
市
商
工
観
光
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
６
０
４
）

今
回
の
企
画
展
、「
御
仏
の
か

た
ち
Ⅲ
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
ま

し
て
、
学
芸
担
当
職
員
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
と
小
野
の
逢

善
寺
、
上
根
本
の
釈
迦
堂
の
二

か
所
を
訪
ね
ま
す
。ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
２
月
９
日
（
土
）　

午
後
12
時
30
分
よ
り

▽
行
程
：
企
画
展
解
説
⇨
釈
迦

堂
⇨
逢
善
寺　

▽
定
員
：
15
名（
市
内
在
住
在
勤
）

市
民
の
皆
様
や
市
内
企
業
の
、

労
使
関
係
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

無
料
相
談
を
社
会
保
険
労
務
士

が
お
受
け
し
ま
す
。

▽
日
時
：
１
月
28
日（
火
）
／
２

月
25
日（
火
）（
場
所
：
江
戸
崎
公

民
館
）　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
対
象
：
市
内
企
業
経
営
者
お

売却区分番号 物件情報 見積価格 公売保証金 備考

稲25-16

（土地）
所在：稲敷市江戸崎字門前　地番：甲2813番21
地目：宅地　　地積：158.76㎡

（建物）
所在：稲敷市江戸崎字門前甲2813番地21
家屋番号：甲2813番21　　種類：居宅
構造：木造瓦葺平家建　地積：33.94㎡

30万円 3万円 空家
（廃屋）

稲25-17
（土地）
所在：稲敷市柴崎字瀬々沼　地番：8603番8
地目：宅地　　地積：199.80㎡

117万円 12万円

トピックストピックス

ジ
ャ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

江
戸
崎
雁
の
郷
友
の
会

11
月
２
日
〜
３
日
、
千
葉
県
我

孫
子
市
手
賀
沼
湖
畔
で
バ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
公
財
）
山
階
鳥
類
研

究
所
は
じ
め
、（
公
財
）日
本
鳥

類
保
護
連
盟
、
日
本
野
鳥
の
会

千
葉
県
な
ど
た
く
さ
ん
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
学
生
・
市
民
団
体
・
行
政

に
よ
る
鳥
、
自
然
環
境
に
関
す

る
研
究
・
活
動
の
発
表
な
ど
、

鳥
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
江
戸
崎
雁
の
郷
友
の
会
で
は

毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
ま
す
。今
年
も
稲
波
干
拓

地
の
天
然
記
念
物
オ
オ
ヒ
シ
ク

イ
の
未
来
を
託
す
こ
と
を
願
い
、

稲
敷
市
立
江
戸
崎
小
学
校
４
年

生
48
名
に
お
願
い
し
て
雁
の
絵

を
描
い
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

メ
イ
ン
に
展
示
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
企
画
は
大
変
好
評
で
、

（
公
財
）山
階
鳥
類
研
究
所
の
島

津
久
永
理
事
長
（
写
真
左
か
ら

２
人
目
）
の
目
に
止
ま
り
、
ブ

ー
ス
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
っ

た
う
え
、
記
念
写
真
に
お
入
り

い
た
だ
き
、
役
員
を
ね
ぎ
ら
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
観
察
記
録
、
活

動
の
紹
介
、
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
の

生
態
写
真
、
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
が

食
べ
る
二
番
穂
や
菱
の
実
の
展

示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
稲
敷
市

観
光
ガ
イ
ド
、
霞
ヶ
浦
の
ヒ
シ

ク
イ
）
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
、
茂
木
会
長
お
手

製
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
大
変
好
評
で
し
た
。

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
募
集

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い

日
ま
で
の
週
２
日
か
ら
５
日　

※
祝
日
を
除
く

▽
勤
務
時
間
：
通
常
＝
午
後
１

時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
／
長

期
休
業
期
間
な
ど
＝
午
前
８
時

～
午
後
６
時
30
分
、
ま
た
は
こ

の
内
の
５
時
間
程
度

▽
資
格
な
ど
：
保
育
士
、
幼
稚

園
教
諭
な
ど
の
資
格
が
有
れ
ば

望
ま
し
い
が
、
特
に
資
格
の
有

無
は
問
わ
な
い
。子
ど
も
が
好

き
で
熱
意
の
あ
る
概
ね
55
歳
ま

で
の
方

▽
賃
金
：
時
給
９
０
０
円
（
学

生
・
時
給
８
１
０
円
）　

そ
の

他
交
通
費
支
給

▽
申
込
方
法
：
１
月
31
日（
金
）

ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ
臨
時
職

員
履
歴
書
（
児
童
福
祉
課
に
あ

り
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
長
期
の
休
業
期
間（
夏
休
み
）

の
募
集
は
６
月
に
行
い
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
０
）

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
就
労
や

疾
病
な
ど
で
学
校
か
ら
帰
っ
て

も
、
家
族
が
い
な
い
ご
家
庭
の

小
学
生
を
、
放
課
後
や
長
期
の

休
業
期
間
に
お
預
か
り
し
、
生

活
の
場
を
提
供
す
る
場
所
で
す
。

　
子
ど
も
が
好
き
で
、
年
間
を

通
し
て
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
：
若
干
名

▽
勤
務
日
：
月
曜
日
か
ら
土
曜

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2400）
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■
税
に
つ
い
て
の
作
文

生
徒
に
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
税
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
税
庁
の
主
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
稲
敷
市
か
ら
３
人
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
表
彰

　

叙
勲
、作
文
、ポ
ス
タ
ー

■
秋
の
叙
勲

平
成
25
年
の
秋
の
叙
勲
と
褒
章
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
稲
敷
市
か

ら
は
２
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

小お
が
わ川　
孝た
か
し　

氏（
椎
塚
）

昭
和
41
年
か
ら
38
年
間
教
員
を
務

め
ら
れ
、
定
年
退
職
後
は
、
平
成

16
年
度
よ
り
稲
敷
市
教
育
委
員
、

平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年

７
月
５
日
ま
で
稲
敷
市
教
育
長
を

務
め
、
約
45
年
に
わ
た
り
教
育
行

政
に
従
事
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
章

と
な
り
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

藤ふ
じ
い井 

裕ひ
ろ
し士　

氏（
光
葉
）

海
上
自
衛
隊
に
在
職
し
、
長
年
に

わ
た
り
航
空
機
整
備
の
分
野
で
、

航
空
機
の
飛
行
安
全
の
確
保
お
よ

び
整
備
員
の
育
成
、
教
育
に
尽
力

し
、
我
が
国
の
平
和
維
持
に
貢
献

さ
れ
、
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

□ 関東信越税理士会竜ケ崎支部長賞
　 大谷郁実（東中3年）

□ 全国納税貯蓄組合連合会優秀賞
　 穴澤颯太（江戸崎中１年）

□ 関東信越国税局館内納税貯蓄
　　　　　　　　組合連合会長賞

▽
県
知
事
賞（
上
ポ
ス
タ
ー
）

高
嶋
香
奈（
東
中
３
年
）

▽（
公
社
）茨
城
県
水
質
保
全
協
会
理
事
長
賞

黒
田
陽は

る
や也（

あ
ず
ま
東
小
３
年
）

▽
優
秀
賞

林
萠も

あ愛（
あ
ず
ま
東
小
６
年
）

▽
優
良
賞

吉
田
拓
海（
阿
波
小
４
年
）、伊い

な那
彩
夏（
阿

波
小
６
年
）、
松
本
莉
奈（
あ
ず
ま
北
小
５

年
）、高
嶋
寛ひ

ろ
と柊（

あ
ず
ま
東
小
５
年
）、諸

■
霞
ヶ
浦
水
質
浄
化

　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　 木内茜里（東中３年）

informationくらしと情報

す
る
Dr.
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
来

ま
す
。多
く
の
市
民
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
：
１
月
25
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時　
入

場
無
料　
▽
内
容
：
①
地
震
の

話　
②
最
新
の
地
震
事
情
と
防

災
に
つ
い
て　
③
Dr.
ナ
ダ
レ
ン

ジ
ャ
ー
科
学
実
験
教
室

▽
講
演
場
所
：
県
立
江
戸
崎
総

合
高
等
学
校　
大
会
議
室

●
県
立
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校

（
担
当
：
藤
曲
）　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
１
０
３

自
衛
官
募
集

の
お
知
ら
せ

【
予
備
自
衛
官
補（
一
般
）】

▽
受
験
資
格
：
平
成
26
年
７
月

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
者　
▽
受
付
期
間
：
１
月

８
日
（
水
）
〜
４
月
２
日
（
水
）

▽
試
験
期
日
：
４
月
11
日（
金
）

〜
15
日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
１

日
を
指
定

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
一
般
）】

▽
受
験
資
格
：
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
者
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満

の
者
は
学
校
教
育
法
〔
短
期
大

学
を
除
く
〕
に
基
づ
く
大
学
を

卒
業
し
た
者
、
修
士
課
程
修
了

者
等
は
28
歳
未
満
）　

※
見
込

み
含
む　
▽
受
付
期
間
：
２
月

１
日
（
土
）
〜
４
月
25
日
（
金
）

▽
試
験
期
日
：
（
１
次
）
５
月

10
日
（
土
）
お
よ
び
11
日
（
日
）

（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）
／

（
２
次
）
６
月
10
日
（
火
）
〜
13

日（
金
）の
う
ち
指
定
す
る
日

※
場
所
は
別
途
各
人
に
通
知
し

ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所　
☎
０
２

９
７
︲
６
４
︲
３
３
５
１　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/ibaraki/

相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月
間

▽
期
間
：
２
月
の
１
か
月
間

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）　
▽
相

談
内
容
：
相
続
登
記
に
関
す
る

相
談　
▽
受
付
お
よ
び
実
施
場

所
：
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務

所　
▽
そ
の
他
：
申
込
み
は
各

司
法
書
士
事
務
所
で
す
。

▽
要
事
前
予
約

▽
相
談
は
無
料
で
す
。

●
茨
城
司
法
書
士
会　
☎
０
２

９
︲
２
２
５
︲
０
１
１
１

受
講
生
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

植
木
剪
定
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な

ど
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を

学
び
、講
習
修
了
後
に
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎
と
求
人
企
業
の

協
力
に
よ
り
合
同
面
接
会
が
あ

り
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
３
日（
月
）〜
２

月
12
日（
水
）ま
で（
８
日
〜
11

日
を
除
く
６
日
間
）　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時　
▽
場
所
：
龍

ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー　
▽
対
象
：
就
職
を
希
望
す

る
55
歳
以
上
の
方
で
、
公
共
職

業
安
定
所
に
求
職
登
録
し
「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
」
を
お
持

ち
で
、
面
接
会
を
含
む
全
日
程

出
席
で
き
る
方　
▽
定
員
：
20

名　
▽
申
込
方
法
：
12
月
16
日

（
月
）〜
１
月
17
日（
金
）、
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
本
人

確
認
で
き
る
も
の
と
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
カ
ー
ド
を
持
参
し
、
窓
口

で
申
し
込
む
。

※
12
月
28
日（
土
）〜
１
月
５
日

（
日
）を
除
く

●
公
益
社
団
法
人
龍
ヶ
崎
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎
０

２
９
７
︲
６
４
︲
３
６
４
１

ピ
ア
・
か
た
つ
む
り

月
例
会
開
催

家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
当
事

者
を
持
つ
父
母
や
兄
弟
が
集
ま

っ
て
、
毎
月
１
回
「
家
族
を
支

え
る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
支
え
る
会
」
は
家
族
や
親

族
だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
、

病
気
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の

勉
強
の
ほ
か
、
安
心
し
て
悩
み

を
話
し
合
い
、
多
く
の
参
考
意

見
が
聞
け
る
場
で
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す

の
で
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
２
月
１
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
〜　
▽
場
所
：
稲

敷
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
伊

佐
津
３
２
３
９
︲
１
）

●
龍
ヶ
崎
地
方
家
族
会（
長
瀬
）

☎
０
９
０
︲
５
４
２
５
︲
２
２

３
６記

帳
・
帳
簿
等
保
存
制
度

対
象
者
が
拡
大

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た

は
山
林
所
得
の
合
計
額
が
３
０

０
万
円
を
超
え
る
方
に
必
要
と

さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を

生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ
て

の
方
（
所
得
税
の
申
告
の
必
要

が
な
い
方
を
含
み
ま
す
）
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
同

様
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

や
記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.nta.go.jp

）
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
竜
ケ
崎
税
務
署
個
人
課
税
第

一
部
門　
☎
０
２
９
７
︲
６
６

︲
１
３
０
３

公
開
市
民
講
座

江
戸
崎
総
合
高
等
学
校

こ
の
稲
敷
市
も
被
災
地
と
な
っ

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が

経
と
う
と
し
て
い
る
今
も
、
次

に
く
る
で
あ
ろ
う
巨
大
地
震
の

話
題
が
テ
レ
ビ
な
ど
を
賑
わ
せ

て
い
ま
す
。

　
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
で
は

市
民
の
方
々
に
最
新
の
地
震
情

報
や
防
災
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
防

災
科
学
研
究
所
よ
り
２
人
の
専

門
家
を
お
迎
え
し
公
開
講
座
を

開
催
い
た
し
ま
す
。防
災
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
科
学
実
験

岡
里
菜（
桜
川
中
３
年
）、舟
串
柚
花
莉（
桜

川
中
３
年
）
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情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。気軽にご参加ください。
▽日時：1月26日（日）　午後1時〜4時　▽場所：あずま生涯
学習センター　▽対象者：稲敷市・および周辺の独身男女。年
齢不問　▽その他：申し込みは不要です。当日はご自身のスナ
ップ写真（L 版、腰から上の上半身、３か月以内に撮影したもの）
をお持ちください。本人の同意があれば、ご両親の相談も受け
付けます。
●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2601）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：1月15日（水）　午前10時～正午、午後1時〜3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

市
長
の
動
向
（
11
月
）

１
日
：
市
町
村
総
合
事
務
組

合
先
進
地
視
察
（
愛
知
県
・
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／
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1月  9日（木）	 桜川庁舎	 弁護士
1月16日（木）	 ふれあいセンター
1月23日（木）	 江戸崎公民館	 弁護士
1月30日（木）	 東庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：1月9日（木）、28日（火）　午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
▽日時：1月17日（金）　午後1時〜5時（午前中はグループ
ミーティング実施）　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：1月22日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：1月22日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

1月14日（火）　江戸崎庁舎／ 1月15日（水）　新利根庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝1月6日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報informationくらしと情報
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1月  1日（水）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
1月  2日（木）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
1月  3日（金）	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 はたかわ医院（美浦）tel.029-885-2358
1月  5日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
1月12日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 つじ耳鼻咽喉科クリニック（阿見町）tel.029-801-3387
1月13日（月）	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
	 河合内科医院（阿見町）tel.029-843-3301
1月19日（日）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
1月26日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

稲敷地域小児救急輪番制

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

医療・健康

陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火、土曜　午後1時～
梅さんの落語会	 1月  6日（月）　午前10時〜
太極拳教室	 1月  8日（水）　午後1時30分〜
絵手紙教室	 1月22日（水）　午後1時30分〜
料理教室	 1月27日（月）　午前10時〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷市みんなのいこいの広場

市の人口（常住人口）
総人口：44,426人（-85）

　　男：22,001人（-38）

　　女：22,425人（-47）

世帯数：14,816世帯（-16）

※12月1日現在

1月の納税
▽納期限：1月31日（金）
・市県民税：4期
・後期高齢者医療保険料：7期

●小児輪番制事業では、月曜日の担当医療機関はありません
が、平成25年6月1日より東京医科大学茨城医療センターに
おいて月曜日夜間（午後6時〜9時　祝日を除く）の小児救
急医療業務を行っております。詳細はお問い合わせください。

（東京医科大学茨城医療センター：Tel.029-887-1161）

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出  玄米（1）、白米（1）、ゆず（1）、たい肥（1）、
キウイ（1）、ほうれん草（1）、白菜（1）

基準値内のもの  川えび（1）、はつたけ（1）、ヒラタケ（2）

基準値を超えたもの 原木しいたけ（1）、猪肉（1）

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-
892-2000　内線4406）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.065 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.077
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.110 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.092 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.082 
根本小学校 校庭中央 50cm 0.097
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.062
太田小学校 校庭中央 50cm 0.076 
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.089 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.064 
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.087 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.079
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.071
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.084 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.071 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.100 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.077 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.105 
東中学校 校庭中央 1m 0.092 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.095 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.104 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.082 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.079 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.123 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.092

各体育施設、公園（11月28日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.120 
高田コミュニティーセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.150 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.110 
沼田野球場 野球場 1m 0.140 
江戸崎給食C 脇 野球場 1m 0.140 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.100 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.110 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.070
東グラウンド 野球場 1m 0.130 
白鷺球場 野球場 1m 0.100 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.100 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.120 
堂前公園 公園中央 50cm 0.110 
和田公園 公園中央 50cm 0.100 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.160 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.120 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.160 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.130 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.100 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 工事中 

各小・中学校、幼稚園（12月2日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.099 
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.097 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.069 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.059 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.067 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.089 

食品放射性物質測定結果（11月1日〜31日）

学校給食と水道水の放射能検査結果 各保育所（園）など（11月27日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、江
戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊戯施設、桜
川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコート）につきまし
ては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq/kg を下回ったこ
とを言います。）



広報稲敷 平成26年1月号　2021　広報稲敷 平成26年1月号

１ 

稲
敷
市
戦
没
者
追
悼
式

11
月
13
日
、あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
稲
敷
市
戦

没
者
追
悼
式
」（
４
年
に
１
度
開
催
）が
遺
族
の
方
な
ど
約
２
５
０

名
が
参
列
し
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
列
さ
れ
た
方
よ
り
、
追
悼
の
言
葉
や
献
花
が
捧
げ
ら
れ
、
戦

没
者
１
２
６
９
名
の
追
悼
と
恒
久
平
和
、
市
勢
発
展
へ
の
決
意
が

新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。

2 

浮
島
小
学
校「
ウ
キ
ウ
キ
ま
つ
り
」

11
月
15
日
、浮
島
小
学
校
で
収
穫
祭「
ウ
キ
ウ
キ
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
通
し
て
、
自
然
の

恵
み
や
保
護
者
、
地
域
の
方
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
育
み
、

ま
た
触
れ
合
う
こ
と
を
通
し
て
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
の
感
想
を
発
表
し
た
り
、
地
域
の

方
の
空
手
の
演
武
や
バ
ン
ド
演
奏
、
児
童
の
発
表
、
収
穫
し
た
紅

ア
ズ
マ
を
み
ん
な
で
試
食
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

３ 『
集
ま
れ
！
い
な
し
き
っ
子
』を
開
催

11
月
23
日
、
新
利
根
体
育
館
に
お
い
て
市
内
４
つ
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
合
同
イ
ベ
ン
ト
『
集
ま
れ
！
い
な
し
き
っ
子
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
内
就
園
前
の
た
く
さ
ん
の
親
子
が
参
加

し
、「
ち
ゃ
り
〜
の
コ
ン
サ
ー
ト
」や
各
種
コ
ー
ナ
ー
遊
び
に
大
喜

び
の
子
ど
も
達
で
し
た

４ 

浮
島
レ
ン
コ
ン
掘
り
取
り
体
験

10
月
20
日
、
桜
川
浮
島
蓮
根
組
合
の
協
力
に
よ
り
、
静
岡
県
の
消

費
者
約
50
名
が
参
加
し
、
浮
島
レ
ン
コ
ン
の
掘
り
取
り
体
験
や
ほ

場
見
学
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

1-b 1-a

2-ａ

4 3

2-ｂ

6-ｃ

で・き・ご・と
11月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

５ 

あ
ず
ま
北
小
学
校
で
防
犯
標
語
の
表
彰
式

11
月
11
日
、
あ
ず
ま
北
小
学
校
に
お
い
て
防
犯
標
語
の
表
彰
式
が

あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、
子
ど
も
達
に
標
語
づ
く
り
を
通
し
て
防

犯
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
稲
敷
警
察
署
伊
佐
部
駐
在
所
連

絡
協
議
会
が
あ
ず
ま
北
小
の
児
童
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。入
賞
作
品
は
看
板
に
し
て
、
校
門
や
学
区
内
の
通
学
路
に

立
て
ら
れ
ま
す
。

６ 

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
応
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
17
日
、桜
川
総
合
運
動
公
園
野
球
場
に
お
い
て
、茨
城
ゴ
ー
ル

デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
応
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今

年
は
普
段
選
手
が
プ
レ
ー
し
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
開
放
し
、「
ミ

ニ
・
ミ
ニ
運
動
会
」を
実
施
。玉
入
れ
や
大
玉
こ
ろ
が
し
、
ム
カ
デ

競
走
な
ど
約
１
５
０
名
の
フ
ァ
ン
と
選
手
が
一
緒
に
な
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
舞
台
に
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

７ 

あ
ず
ま
西
小
学
校
祖
父
母
ふ
れ
あ
い
デ
ー

11
月
22
日
、
あ
ず
ま
西
小
学
校
に
お
い
て
祖
父
母
ふ
れ
あ
い
デ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。各
学
年
の
授
業
参
観
の
あ
と
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会
指
導
の
も
と
体
操
教
室
が
行
わ
れ
、
祖

父
母
や
保
護
者
と
児
童
全
員
が
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
通
じ
て
世
代
間
の
交
流
が
深
ま
り
、
地

域
全
体
の
介
護
予
防
の
意
識
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

８ 

交
通
安
全
教
室（
桜
川
保
育
所
）

11
月
６
日
、
桜
川
保
育
所
で
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
警
の
ご
協
力
に
よ
り
、
白
バ
イ
隊
や
腹
話
術
の
ケ
ン
ち
ゃ

ん
、
ひ
ば
り
ち
ゃ
ん
と
こ
ひ
ば
り
ち
ゃ
ん
が
来
所
し
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。子
ど
も
達
は
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
、一
生
懸
命
に
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

8-ａ

7 5

6-ｂ

6-ａ

8-b



広報稲敷 平成26年1月号　2223　広報稲敷 平成26年1月号

９ 

子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〜
つ
な
ひ
き
の
部
〜

11
月
30
日
、
江
戸
崎
総
合
運
動
公
園
体
育
館
に
お
い
て
、
第
９
回

稲
敷
市
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
つ
な
ひ
き
の
部
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。市
内
の
小
学
校
１
〜
３
年
生
約
４
５
０
人
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝
：
あ
ず
ま
東
地
区
子
ど
も
会
Ａ
チ
ー
ム
／
準
優
勝
：
あ
ず
ま

東
地
区
子
ど
も
会
Ｆ
チ
ー
ム
／
第
３
位
：
阿
波
地
区
子
ど
も
会
Ｂ

チ
ー
ム
／
第
４
位
：
あ
ず
ま
東
地
区
子
ど
も
会
Ｂ
チ
ー
ム

10 

関
東
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

11
月
10
日
、
山
梨
県
小
瀬
武
道
館
に
お
い
て
第
38
回
関
東
地
区
空

手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
内
か
ら
は
「
昇
龍
塾
」

の
７
名
が
出
場
し
、
内
田
陽
子
さ
ん（
前
左
下
）が
優
勝
、
木
内
詩

織
さ
ん（
前
右
下
）が
形
ベ
ス
ト
８
、組
手
３
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
内
田
陽
子
さ
ん
、
根
本
歩あ

ゆ
む夢

く
ん（
前
中
央
）は
８
月
に
東

京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
13
回
全
国
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

11 

高
齢
者
運
動
会

稲
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
高
齢
者
運
動
会
（
11
月
９
日

に
新
利
根
体
育
館
で
新
利
根
・
東
大
会
、
16
日
に
は
江
戸
崎
体
育

館
で
江
戸
崎
・
桜
川
大
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。総
勢
６
０
０
名

の
元
気
な
高
齢
者
が
参
加
し
、ビ
ン
こ
ろ
が
し
リ
レ
ー
、玉
入
れ
、

宝
探
し
な
ど
６
種
目
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

12 

い
じ
め
を
な
く
そ
う
人
権
教
室

12
月
４
日
か
ら
始
ま
る
人
権
週
間
を
前
に
、
10
月
29
日
（
浮
島
小

学
校
５
年
生
）と
11
月
26
日（
認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
５
歳
児
）

を
対
象
に
、人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
啓
発
ア
ニ
メ
、
こ
ど
も
園
で
は
紙
芝
居
を
使
い
、
い

じ
め
な
ど
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

11-ａ

9

12-ａ12-ｂ

11-ｂ

10
13

15

16 14

13 「
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に

　
　
　
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会

11
月
27
日
、
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
稲
敷
市
シ
ル
バ

ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
71
名
が
、
稲
敷
警
察
署
長
よ
り
「
交
通

安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
の
意
識
向

上
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
体
操
教
室
を
通
し
て
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

14 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
永
年
勤
続
に
感
謝
状

11
月
21
日
、
和
歌
山
市
で
行
わ
れ
た
第
54
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、
稲
敷
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
酒

井
義
雄
氏
、
南
井
幸
枝
氏
に
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
か
ら

30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
感
謝
状
お
よ
び
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。両
氏
は
、31
年
間
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
地
域
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
、そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

15 

稲
敷
市
日
本
赤
十
字
奉
仕
団

11
月
２
日
、稲
敷
市
文
化
祭
に
市
日
赤
奉
仕
団
が
参
加
し
、「
非
常

用
炊
き
出
し
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
募
金
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。集
ま
っ
た
募
金
１
４
５
４
７
円
は
、

稲
敷
市
の
災
害
復
旧
の
た
め
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

16 

寄
附
金

ホ
テ
ル
日
航
成
田
様
よ
り
イ
ベ
ン
ト
で
集
ま
っ
た
募
金

（
16
万
４
５
９
５
円
）
を
震
災
復
旧
の
た
め
寄
附
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
11月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）



社協のひろば社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

広報稲敷 平成26年1月号　2425　広報稲敷 平成26年1月号

　　　　共同募金事業

　　　善意銀行運営事業

市民の皆様からの善意（金銭、物品などの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。
ご協力をいただき、ありがとうございました。（敬称略・順不同、9月28日〜11月27日）

【寄付金】
佐藤恵子　平成18年度十余島地区区長会　稲敷市商工会　稲敷市盆栽会　ひまわり会　農家生活研究連絡会

【物品の寄付】
紙オムツ　匿名

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカード収集の寄付

市民の皆様から集められた使用済み切手・使用済みプリペイドカ
ードは茨城県社会福祉協議会に送付し、専門業者などに買い取っ
てもらい換金されたのち、県内のボランティア活動支援のために
役立てられます。
ご協力ありがとうございました。（敬称略・順不同、9月28日〜
11月27日）
飯出光子　原圭司　髙栁千津子　池田泰男　高柳幸子　中川栄　
田中せつ子　エビヤ石油㈱　ナカ工業㈱つくば工場　江戸崎総合
運動公園

イベント募金ご協力ありがとうございました
11月3日の文化の日に稲敷市障がい者センターハートピアいな
しきで行われたハートピアまつりにて募金活動をおこないました。
ハートピアの利用者や保護者の協力のもと、25,488円の募金が
集まりました。
　当日はお子様からご高齢の方までたくさんの方に募金をしてい
ただきました。ご協力ありがとうございました。

　　　在宅福祉サービス

在宅福祉サービスは、地域の助け合いから生まれた、住民参加型の有料・会員方式の相互援助サービスです。高齢者や障がい
をお持ちの方など、日常の生活において何らかの援助を必要とする方（利用会員）に対して、地域で福祉サービスに理解のあ
る方（協力会員）が、負担を少しでも軽減するために、家事援助を中心としたサービス提供をする事業です。
※ 在宅福祉サービスは介護保険サービス・障がい福祉サービスの不足を補うものとして利用されています。

【サービス内容】　掃除、生活必需品の買い物、衣類の洗濯、調理、話し相手など
【利 用 料 金】　1時間600円 + 交通費
【問 合 せ 先】　稲敷市社会福祉協議会　在宅福祉サービス係　電話029-892-5711

在宅福祉サービス協力会員募集

在宅福祉サービス協力会員に登録していただける方を募集しています。
　新たな利用会員の申し込みがあった際などに登録している協力会員さんに声をかけさせていただきます。
協力できる時間帯、協力内容などを事前登録するものです。
　利用会員の依頼により、協力会員と都合の調整を事務局が行います。常時支援があるわけではなく、ご都
合とサービス内容があった時の活動となります。
※ 協力会員が不足すると困っている人（新規利用会員）へのサービス提供が難しくなってしま
います。ご協力の程よろしくお願いいたします。

社会福祉協議会

協力会員

お手伝いしたい方 お手伝いして欲しい方

利用会員

【サービスの流れ】

④ サービス提供

⑤ 活動報告
① サービス利用申込

⑥ 利用券の購入

② 訪問相談
　 会員登録

③ サービス依頼
⑦ 活動費の支払

平成24年12月27日〜平成25年11月17日の間で使
用済切手約 67,500 枚、使用済プリペイドカード約
8,600枚が集まり、県社協に送付いたしました。

協力会員が不足しています!!



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て
  　

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

広報稲敷 平成26年1月号　2627　広報稲敷 平成26年1月号

　　 あ い ア イ
～ 親子クッキング♪ ～
栄養満点!! 親子で “お弁当＆簡単おや
つ”を作りましょう。
▽日時：1月23日（木） 午前10時30
分～　▽対象：満2歳以上の親子　▽
定員：15組（要予約）　▽申込：あい
アイまでお電話ください。

～ ほっと一息 ママカフェ☆ＯＰＥＮ～
お待たせしました! 大好評ママカフェ☆
ＯＰＥＮします! 美味しいおやつを囲み
ながら、ママトーク楽しみましょう♪
▽ＯＰＥＮする日：午前10時30分〜正
午　／　つばさ：29日（水）・30日（木）
／　ひまわり：31日（金）

　　 つばさ・ひまわり
〜 マイバッグを作ろう〜
身近にあるカラーガムテープで、マイ
バッグを作ります。お子さんと一緒に
マイバッグでお買い物しませんか。
▽日時：1月16日（木）午前10時15
分〜11時30分　▽場所：センターこ
うだ　▽申込：前日まで

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜１月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
【あいアイ】
  9日（木）	 ベビーマッサージ（3か月〜）
16日（木）	 ママと遊ぼう（お座り〜1歳頃）
21日（火）	 ベビーマッサージ（3か月〜）
22日（水）	 あいアイ広場“タオル人形を作ろう”（1歳〜）
28日（火）	 1月生まれのお誕生会

【つばさ】
  8日（水）	 新年初！スマイルフォトフレーム作り
14日（火）	 親子でウキウキ♪体操
16日（木）	 1月誕生会＆布絵本を作ろう
20日（月）	 norinori イングリッシュ☆
21日（火）	 給食体験（離乳食完了児）

【ひまわり】
10日（金）	 お誕生会＆アンパンマン指人形を作ろう
21日（火）	 給食体験（離乳食完了児）
27日（月）	 フェルトのアクセサリー
28日（火）	 キラキラ☆まち針を作ろう
30日（木）	 エアロビクスでリフレッシュ

【こうだ】
  9日（木）	 お正月遊び
16日（木）	 マイバッグを作ろう
23日（木）	 大型ブロックで遊ぼう
30日（木）	 節分（お面作り）

「食中毒は夏場に起こるもの」、そう思っている人はいませんか。近年、冬場の食中毒が多発しています。細菌性食中毒が多い
夏とは異なり、冬はウイルス性食中毒が多いのが特徴です。感染した場合、子どもや高齢者は症状が重くなることもあります。
手洗いや消毒、食品の加熱を心掛け、食中毒から体を守りましょう。

ノロウイルスの感染経路 ノロウイルスを防ぐために一番重要なこと
●二枚貝を介した感染
●感染者が料理した食品による感染
●感染者の便や嘔吐物を介した感染
※ カキやアサリなどの二枚貝は、ノロウイルスを蓄積して
いることがあります。中までしっかり加熱して食べましょう。

ノロウイルスはどこに付着していても不思議ではありませ
ん。また、冬場はインフルエンザなど、その他のウイルスも
流行する季節です。私たち自身、寒さと乾燥で免疫力が低
下しがちです。感染から身を守るために一番有効なのは「手
洗い」です。外出の後、食事の前、調理の前後には、丁寧に
手を洗ってウイルスをこすり落としましょう。
※ 調理器具類の消毒について、ノロウイルスには塩素系消
毒剤が有効です。アルコールによる消毒はあまり効果があ
りませんので注意しましょう。

その他感染経路　こんなところにも感染の恐れが・・・
不特定多数の人が触れる公共の場の手すり、ドアノブなど
に付着していることもあります。

　　　骨粗しょう検診 　　　子宮がん・乳がん検診
　　　無料クーポン券は利用しましたか？

骨粗しょう症は、骨の骨量が減ったり、骨の強度を保つた
めのコラーゲンなどが劣化して骨の質が悪くなるため、
骨折しやすくなる病気です。女性ホルモンが骨の新陳代
謝と大きく関係しているため、特に女性は50歳を過ぎた
ころから急速に骨量が減ってしまう危険があります。
　市では、40歳から70歳の女性を対象に5年ごとの節
目検診として骨粗しょう症の集団健診を行っています。
＊対象の方（40・45・50・55・60・65・70歳）には個
別通知致します。

利用期限は平成26年3月31日までです。期限間際には
予約が取れなくなってしまうこともあります。対象とな
る方で、今年度検診を受けていない方は、この機会にが
んの早期発見のため検診をお受けください。
※ 直接医療機関にご予約ください。
≪対象者≫
・子宮がん検診　21・26・31・36・41歳になる女性
・乳がん検診　　41・46・51・56・61歳になる女性

　　　冬場の食中毒　ノロウィルスから身を守りましょう

つばさ・ひまわり
つばさ・ひまわり合
同の子育て運動会☆
楽しかったね♪「が
んばるぞ！お〜！」

あいアイ
サークルで子どもの
笑顔の中、ママ友の
輪が広がっています
♡

こうだ
近くの公園でどんぐ
り拾い

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　～ 1月分～
【東保健センター】14日（火）、29日（水）
【桜川保健センター】15日（水）、30日（木）
☆開設時間：午前10時～午後3時



生涯学習

	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

 

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより
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11月17日、江戸崎公民館にお
いて第８回稲敷市青少年の主張
大会が開催されました。
市内学校に通う小・中・高校生

14名が自分の意見を堂々と発
表しました。
どの発表も素晴らしいものとな
りました。

全国青年大会（軟式野球の部）第3位

11月9日〜10日、第62回全国青年大
会（軟式野球の部）が大田スタジアム、
江戸川区球場を中心に開催されました。
茨城県代表として江戸崎バンディッツ
が出場し、準決勝で新潟県と対戦の末、
惜しくも敗れましたが、全国3位という
輝かしい成績を残しました。

各種大会結果

●稲敷市民軟式野球大会
▽優勝：ドリームエンジェルス
▽準優勝：江戸崎ギャランドゥ
▽ＭＶＰ：鳥羽祥吾

●秋季ソフトボール大会
▽優勝：アイドリーム
▽準優勝：西部インパルス
▽第３位：江戸崎ベアーズ

●新利根地区混合バレーボール大会
▽優勝：プエブロ
▽準優勝：まこと

宇江佐真理、「カクメイ」新野剛志、「悲
報伝」西尾維新、ほか

新着ＣＤ
「FEEL」安室奈美恵、「Ｉ」いきものがか
かり、「なんだこれくしょん」きゃりー
ぱみゅぱみゅ、「BUMP OF CHIKEN 1 

〔1999 - 2004〕」・2〔2005 - 2010〕」
BUMP OF CHIKEN 、「B´z The Best 
25 〔1988 - 1998〕・ 〔1999 - 2012〕」
B´z 、「あまちゃん 歌のアルバム」オム
ニバス、ほか

新着ＤＶＤ
任侠ヘルパー、かいけつゾロリ だ・だ・
だ・だいぼうけん！、のぼうの城、キャ
スパー マジカル・ウェンディ、ほか

当日カウンターで　▽定員：各70名
■ムーミンパペット・アニメーション
冬の巻／ムーミン谷の冬（110分）
▽上映日：1月11日（土）・12日（日）
■三銃士（106分）
▽上映日：18日（土）・19日（日）
■14ひきのさむいふゆ（27分）
▽上映日：25日（土）・26日（日）

おはなし会
ボランティアの方が紙芝居や大型絵本
を読んでくれます。
■日時：1月15日（水）・18日（土）午
前 11 時 30 分 〜　 ▽ エ プ ロ ン シ ア
ター「犬のおまわりさん」、絵本「にん
じんとごぼうとだいこん」、ほか
■日時：1月26日（日）午前10時30
分〜11時　▽絵本「みんなおおきく
なるんだよ」、「おにいちゃんになる
ひ」、ほか

新刊図書
「インフェルノ （上・下）」ダン・ブラウ
ン、「私（わたし）のなかの彼女」角田光
代、「五峰の鷹」安部龍太郎、「新釈にっ
ぽん昔話」乃南アサ、「名もなき日々を」

市立図書館

はたおり（裂き織り）綿切り体験
織り機を使って裂き織りの体験ができ
ます。
▽日時：1月26日（日）午前10時〜午
後4時20分
▽対象：小学3年生以上（親子で参加
してください）
▽場所：歴史民俗資料館ロビー
＊希望時間で予約ができますので図書
館までお問い合わせください。

幼稚園児・保育園児の絵画を展
示しています！
▽期間：1月12日（日）まで

映画会　〜1月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：

新刊図書（写真左から）

「管見妄語グローバル化の憂鬱」
藤原正彦（新潮社）

「星の民のクリスマス」
古谷田奈月（新潮社）

「書楼弔堂破曉」
京極夏彦（集英社）

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
				    1	 2	 3	 4
	 5	 6	 7	 8	 9	 10	 11	
	 12	 13	 14	 15	 16	 17	 18	
	 19	 20	 21	 22	 23	 24	 25
	 26	 27	 28	 29	 30	 31
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、1 日（水）〜 4 日（土）、
14 日（火）、28 日（火）
新利根・桜川公民館図書室
毎週月曜日、1 日（水）〜 4 日（土）、
14 日（火）
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

図書カレンダー   1月

第８回稲敷市青少年の主張大会
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資
料
館
た
よ
り　
第
六
号

　
企
画
展「
御み
ほ
と
け仏
の
か
た
ち
Ⅲ 

　
　
　
　
　

–

稲
敷
市
新
利
根
地
区
仏
教
遺
宝
展–

」よ
り
②

前
号
に
引
き
続
き
企
画
展
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。　

①
灰か
い
ゆ
う釉
陶
器
骨
蔵
器
／
二
〇
・
九
㎝
／
八
世
紀

後
半
～
九
世
紀
前
半
頃
、平
安
時
代

　

こ
ち
ら
は
平
成
一

五
年
夏
、
寺
内
の
砂

利
採
取
場
で
発
見
さ

れ
、
発
見
者
の
渡
辺

三
郎
氏
か
ら
当
時
の

新
利
根
町
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。制
作
は

愛
知
県
猿さ
な
げ
よ
う

投
窯
で
、
窯
内
で
灰
が
自
然
に
掛
っ

た
灰
釉
の
陶
器
で
す
。当
時
で
も
高
価
な
品
で
、

身
分
の
高
い
人
物
の
骨
壺
に
使
用
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。日
本
で
は
仏
教
伝
来
と
共
に
火

葬
も
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
火
葬
も
ま
た
身
分
の

高
い
人
達
の
間
で
受
け
容
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
骨
蔵
器
が
出
土
し
た
近
く
に
市
指
定
史

跡
の
姫ひ
め
み
や
じ
ん
じ
ゃ

宮
神
社
が
あ
り
ま
す
。こ
の
社
は
平
安

時
代
、
淳じ
ゅ
ん
な和
天
皇
の
皇
女
・
貞て
い
し
な
い
し
ん
の
う

子
内
親
王
が
こ

の
地
に
眼が
ん
び
ょ
う
ち
り
ょ
う

病
治
療
に
訪
れ
、
快か
い
ゆ癒
し
た
後
は
観

音
様
を
信
仰
さ
れ
落ら
く
し
ょ
く飾し
て
寂じ
ゃ
っ
こ
う
い
ん

光
院
に
お
ら
れ
、

二
六
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
後
に
、
こ
こ
に
祀ま
つ

ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
続
日
本
後
記
』

巻
三
承
和
元
年
（
八
三
四
）
五
月
壬
申
廿
二
に

は
、
貞
子
内
親
王
の
葬
儀
に
都
か
ら
役
人
が
派

遣
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。出
土
し

た
骨
壺
の
被
葬
者
と
、
姫
宮
神
社
の
伝
承
と
、

『
続
日
本
後
記
』と
、
こ
れ
ら
が
同
一
人
物
で
あ

る
か
、
ま
だ
確
認
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
古

代
へ
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
郷
土
の
資
料
で

す
。

②
金こ

ん
ど
う
ご
こ
し
ょ

銅
五
鈷
杵
／
全
長
一
五
・
六
㎝
／
鎌
倉
時

代
／
県
指
定
文
化
財

　

五
鈷
杵
と
は
、
密み
っ
き
ょ
う教で
用
い
ら
れ
る
法
具
で
、

人
間
の
煩ぼ
ん
の
う悩
を
打
ち
砕
き
本
来
の
仏ぶ
っ
し
ょ
う性を
引
出

す
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。古
代
イ
ン
ド
の
武

器
を
原
型
と
し
て
い
る
の
で
、
古
い
物
ほ
ど
武

器
と
し
て
の
鋭
さ
を
残
し
て
い
ま
す
。こ
の
資

料
は
、
鈷こ

と
呼
ば
れ
る
爪
状
の
突と
っ
き起
が
五
本
あ

り
ま
す
が
、
中
央
の
鈷
の
先
端
が
丸
く
な
る
も

の
の
、
脇わ
き
こ鈷
の
四
本
よ
り
も
や
や
突
出
し
て
い

ま
す
。ま
た
鈷
部
の
根
元
近
く
の
嘴
く
ち
ば
し
か
た
形
は
、
竜

を
常
食
す
る
と
い
う
金こ
ん
じ
ち
ょ
う

翅
鳥
、
別
名
迦か

る

ち
楼
羅
を

意
識
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。把は

部
中

央
の
突
起
が
大
き
い
の
も
古
い
時
代
の
傾
向
で

す
。

③
金
銅
五ご
こ
れ
い
鈷
鈴
／
全
高
一
七
・
二
㎝
／
鎌
倉
時

代
／
県
指
定
文
化
財

　

こ
れ
も
密
教
法
具
の
一
つ
で
、「
行ぎ
ょ
う」が
始
ま

る
時
に
は
仏
様
を
呼
ぶ
た
め
に
、
終
わ
る
時
に

は
送
る
た
め
に
、
こ
の
鈴
を
鳴
ら
し
ま
す
。こ

の
資
料
の
特と
く
ち
ょ
う徴は
、
鈷
部
に
表
さ
れ
た
獅し
が
み噛
の

勇
壮
な
造
形
と
力
強
く
太
く
表
現
さ
れ
た
鈷
が
、

い
か
に
も
鎌
倉
武
士
が
好
み
そ
う
な
も
の
で
、

制
作
さ
れ
た
時
代
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

把
部
の
鬼き
も
く目
と
呼
ば
れ
る
突
起
は
、
横
長
の

楕だ
え
ん
け
い

円
形
と
な
り
外
側
に
二
重
の
輪り
ん
か
く
せ
ん

郭
線
を
巡
ら

せ
、
そ
の
上
下
の
蓮れ
ん
べ
ん
た
い

弁
帯
は
八
枚
の
蓮は
す

の
葉
の

間
に
間
弁
を
挿さ

し
入
れ
、
一
枚
の
葉
が
三
重
に

見
え
る
丁て
い
ね
い寧
な
線せ
ん
こ
く刻
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
資
料
は
造
形
だ
け
で
な
く
、
澄
ん
だ
音
色
も

ま
た
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

④
紙し
ほ
ん
す
み
ば
ん
み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
ょ
う

本
墨
版
妙
法
蓮
華
経
／
長
享
二
年
（
一
四

八
八
）寄
進
、室
町
時
代
／
県
指
定
文
化
財

　

妙
法
蓮
華
経
八
巻
、
無む
り
ょ
う
ぎ
き
ょ
う

量
義
経
一
巻（
開
経
）、

観か
ん
ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
ぎ
ょ
う
ほ
う
き
ょ
う

普
賢
菩
薩
行
法
経
一
巻
（
結
経
）
の
計
十
巻

か
ら
な
り
ま
す
。経
文
の
上
下
と
見
返
し
に
、

金
銀
の
切き
り
は
く箔
、野の

げ毛
、砂す
な
ご子
を
撒ま

き
、罫け
い

は
金き
ん
で
い泥

の
罫
線
が
引
か
れ
、
本
紙
の
裏
側
に
も
銀
の
切

箔
が
一
面
に
散
ら	

さ
れ
る
な
ど
県
内	

で
は
他
に
例
を
見	

な
い
華
麗
な
装
飾	

経
で
す
。

妙
法
蓮
華
経
巻
八	

巻
頭
、同
巻
奥
書	

に
は
墨
書
が
見
え	

そ
れ
ら
に
よ
り
、	

こ
れ
ら
の
経
巻
が
一
四
八
八
年
旧
五
月
九
日
に
、

現
在
の
千
葉
県
成
田
市
松
子
に
あ
っ
た
権
現
堂

の
澄
範
と
い
う
僧
侶
よ
り
初
七
日
法
要
の
生
前

供
養
の
た
め
に
逢
善
寺
に
寄
進
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

沢た
く
さ
ん山
の
漢
字
が
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

春か
す
が
ば
ん

日
版
と
呼
ば
れ
る
版
木
か
ら
刷す

り
出
し
た
も

の
で
、
力
強
い
書
体
等
か
ら
は
平
安
時
代
以
降
、

鎌
倉
時
代
頃
の
版
木
の
使
用
が
窺
え
、
ま
た
経

文
の
摺
り
出
し
時
期
と
金
銀
の
装
飾
時
期
に
一

考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
で
す
。こ
の
美
し
い
経

巻
は
、
ま
ず
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
す

の
で
、必
見
で
す
！

●
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

雪
国
と
つ
な
が
る
風
の
ひ
が
な
か
な	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

昨
日
今
日
命
あ
る
ご
と
紅
葉
散
る	

代
静（
犬
塚
）

心
に
も
表
と
裏
や
柿
落
葉	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

通
る
た
び
落
葉
の
嵩
の
増
え
し
道	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

寄
る
辺
な
く
風
に
吹
か
れ
て
冬
の
蝶	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

高
樹
よ
り
鵯
の
囃
せ
る
柿
日
和	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

と
く
と
く
と
徳
利
の
音
や
タ
ン
ポ
鍋	

石
井
忠（
橋
向
）

風
吹
け
ば
白
き
さ
ざ
波
蕎
麦
畑	

宮
本
芳
子（
切
通
）

青あ
お
ぞ
ら天
に
美
を
添
え
て
い
る
狂
い
咲
き	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

雲
重
く
大
菱
喰
の
田
の
広
き	

岡
村
敏
子（
新
山
）

小
春
日
や
手
を
添
え
ら
れ
て
石
の
段	

福
本
き
み
え（
新
山
）

柿
落
葉
色
を
と
ど
め
て
散
り
敷
け
り	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

千
振
を
煮
出
す
祖
母
居
し
昭
和
か
な	

篠
田
邑
草（
新
山
）

富
士
と
云
う
柿
の
大
き
さ
気
の
晴
る
る	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

冬
晴
や
風
力
の
羽
根
ゆ
る
り
か
な	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

御
社
の
其
処
此
処
に
見
る
年
用
意	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

柿
食
う
や
早
口
言
葉
試
し
つ
つ	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

絵
馬
飾
り
安
産
の
文
字
冬
日
和	

高
柳
ゆ
き
子（
古
渡
）

金
色
の
千
木
行
く
雲
や
冬
の
宮	

富
元
禮
子（
古
渡
）

冬
の
日
に
七
福
神
の
笑
顔
か
な	

小
貫
和
子（
浮
島
）

米
寿
と
名
付
け
て
記
念
樹
み
か
ん
植
え	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

霜
月
に
名
月
仰
ぐ
望
の
夜	

高
須
湖
城（
浮
島
）

庭
小
春
気
の
向
く
ま
ゝ
に
抜
く
小
草	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

君
散
り
し
大
海
原
の
水
底
に
小
さ
き
骨
が
故さ

と郷
恋
う
て
泣
く	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

訣わ
か

れ
て
は
再ま
た

逢
ふ
こ
と
の
な
か
り
ひ
ば
あ
き
ら
め
よ
う
と
咲
く
や
庭
の
山
茶
花	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

敵
艦
に
飛
機
も
ろ
共
に
突
っ
込
み
し
兵
の
若
さ
よ
永
遠
に
忘
れ
じ	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

九
十
老
吾
が
役
立
た
ん
事
一
つ
小
半
日
か
け
歌
評
稿
書
く	
根
本
正
直（
門
前
）

枯
れ
草
の
中
に
一
際
立
ち
並
ぶ
あ
わ
だ
ち
草
の
花
咲
き
盛
る	
野
沢
と
よ（
羽
賀
）

十
七
粒
蒔
け
ば
実
結
び
大
玉
西
瓜
喉
を
潤
し
猛
暑
乗
り
切
る	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

朝
起
き
て
五
歳
の
我
が
子
の
鼻
す
す
る
こ
こ
に
来
た
り
ぬ
今
年
の
秋
よ	

山
本
彰
治（
高
田
）

朝
に
な
り
き
の
う
と
違
う
今
日
の
日
は
子
ら
が
来
る
来
る
布
団
も
干
さ
ね
ば	

財
部
睦
美（
光
葉
）

嫁
ぎ
来
て
楽
な
時
代
が
あ
っ
た
か
と
問
う
や
静
か
に
微
笑
む
ば
か
り	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

祖
の
植
え
し
庭
の
垣
根
の
茶
の
木
ま
で
枯
れ
は
じ
め
た
る
今
年
の
暑
さ	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

今
日
も
又
我
は
一
日
休
み
な
り
さ
れ
ど
家
事
あ
り
失
業
は
な
し	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

草
原
に
放
り
し
も
の
は
み
な
す
べ
て
過
去
の
抜
け
が
ら
シ
ャ
ツ
・
ズ
ボ
ン
・
靴	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

木
曽
谷
の
奈
良
井
の
宿
の
散
策
も
急せ

か
す
翳か
げ

り
に
歩
を
速
め
た
り	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

ほ
お
染
め
て
歯
を
く
い
し
ば
り
駆
け
抜
け
る
持
久
走
の
子
等
み
な
輝
け
り	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

亡
く
な
る
と
は
消
え
去
る
こ
と
と
の
当
然
を
い
ま
し
み
じ
み
と
友
を
葬
る	

川
村
と
み（
堀
川
）

秋
雨
の
露
お
く
ま
ま
に
コ
ス
モ
ス
の
花
の
か
が
よ
う
朝
の
つ
か
の
間	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

秋
ひ
な
た
猫
の
ね
む
れ
る
縁
側
に
刻と
き

は
閑し
ず

か
に
と
ど
ま
る
如
し	

小
泉
實（
福
田
）

父
母
の
齢
は
る
か
に
越
え
て
の
う
の
う
と
米
寿
迎
う
と
仏
前
に
告
ぐ	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）

夫
あ
て
の
旅
行
案
内
今
日
届
く「
銀
河
の
彼
方
へ
も
う
行
つ
て
き
ま
す
」	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

神
の
留
守
に
狙
ふ
や
ま
た
も
大
型
の
台
風
ふ
た
つ
本
土
う
か
が
ふ	

板
橋
道
子（
福
田
）

月
一
度
短
歌
の
友
と
逢
え
る
日
を
待
ち
し
に
高
熱
ま
た
も
ダ
ウ
ン
す	

柴
崎
文
子（
町
田
）

「
ほ
ん
と
、ご
め
ん
」早
く
気
づ
い
て
や
れ
な
く
て
こ
ん
な
寒
い
夜
無
性
に
逢
い
た
い	

根
本
邦
子（
押
砂
）



モバイル版HP広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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　7月31日に浮島地区の黒沢さんのレンコンの収穫を取材
させていただきました。レンコンの栽培は蓮田で行われ、泥
の中から蓮の地下茎を掘り出して収穫します。レンコンは土
の中に入っているため、収穫時期の自由がきくことが大きな
特徴で、1年中収穫を行うことができます。今回、収穫したレ
ンコンは2年堀りと呼ばれ、昨年植えられたものです。梅雨
すぎから収穫されるものは「新ばす」と呼ばれ、色白で柔らか
く歯ざわりも良いので、収穫したその日であれば、お刺身で
食べることができます。
　黒沢さんの家では、夫婦2人の手作業で1日200個近くの
レンコンを収穫しています。また、収穫したレンコンは傷が
つかないよう、ひとつひとつ丁寧に洗浄し、氷と共に箱詰め
して出荷しています。レンコン農家の方々はみんな「自分の
蓮が1番」とおっしゃるそうで、自分たちのレンコンに誇り
を持って栽培を行っています。レンコンの収穫は早朝から行
われ、泥の中での作業は重労働ですが、楽しそうに収穫を行
う黒沢さん夫婦の姿がとても印象的でした。

1. 水面の上に咲いている蓮の花  2. 気持ちの良い笑顔の黒
沢夫婦  3. 泥の中から収穫するレンコンを探す

4. 白く光る取り立てのレンコン  5・6. 収穫したレンコン
を運ぶレンコンボート

7. レンコン模様の茎  8. 鮮度維持のために氷と一緒に箱詰め

稲四季通信 ＃06
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8土の中なら
ずっと生きれる


